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まえがき

新しい人工魚巣としてポリエチレン人工魚巣を使用する試みとその結果についてはさきに報告し‘

関係者に大いに注目されたところであるが、５６年度にお､いて更に実用化を計るため、実験を重ね

て来た。その結果人工魚巣としての実用化の確信を得たのでここに報告する。

鷺た同年度水元分場に新設した循環式pE7過式飼育装置についてその概要を紹介し‘併せて同装置

使用に主るソウギヨ、レンギヨのふ化飼育試験結果を報告する。関係各位の参考にたることかでき

Ｉ
れば幸甚である。

昭和５７年５月

東京都水産試験場長

順鈴 木

し－．句

Ｉ



ポリエチレン人工魚巣の実用化について

⑰

1．緒言

キンギヨモに代る採卵用人工魚巣として昨年ポリエチレンテープを使用してみたところ予想以上

の好成績を得ることか出来、魚巣材料として大いに有望であることがわかったが、昨年の実験1粒

予備的なものであったので、本年は更に実用化の段階に－歩進めるため、魚の産卵状況やⅢ死卵率

および水質へ与える影響等を主ｲ杖調べてキンギヨモ魚巣と比較検討した。その結果、まだ判然と

したい点も若干あるが魚巣として十分使用出来ることが確認できた。

「￥

2．実験材料と方法

（１）魚巣．．．．、ポリエチレン魚巣は厚さ００７励臓の軟質品左緑色に着色して用い、「ｈ５Ｍｍｚ

長さ８００加jlYに切断して、前報と同じ基うな切れこみをつけ１００～２００本を－束として使用し

たｃキンギヨモ魚巣は､従来より６０，～８０，本で一束として使用しているか、長さはまち雀ち

であり、束ねたときの霞察ｹｳもポリエチレ／の１５０～２００枚に匹敵すると思われる｡

（２）魚巣使用法．．．．。採卵は昨年と同様に底質は泥土の池を用い‘魚巣の真中に篠竹莚とお

し池`Ｄ中にﾌﾟこてて行つﾌﾟこ゜卯の附着した魚巣は束を臆〈-して卵を計数し、直ちにふ化池に移した。

その際ｈ魚巣か流れたり、浮きあがって乾くこと○ない”に竹を水面に格子状に値んで国定した。

（司死卵率．。．．、勘ij後２日目にふ化池より任意に魚巣１０本以上（卵６００～２００粒）

をとり出して生,i]数と死｣ｊｌｉｊ数を計致して算出しﾌﾟﾆ。従って未受糊'１も死卵として取りあつかってい

るｃ

（４）水質の測定．．．．、同一のふ化池内のポリニチレン魚巣設置区､キンギヨモ魚巣設置区‘

ﾖ5弓~ｇに~ﾛｴｰﾇ凋ﾐｰご~Ｅ~て燕ﾌｷﾞﾋﾞ〔果囚ﾜｰｰｰｹBJT莚行々水沫ｕ

水ilf・ＰＨｏ溶存酸素?雀炭素5)を測定した。
（５）試験期間．．．．、昭和５６年５月～６月

ノｂ

子

5．結果と考察

（１）ポリエチレン魚巣`、卵附着状況

卵の附着状況はＬ表１１に急寸とおりである《,マゴイの第２回に用いたポリニテレン魚巣はキン

ギョモ魚巣と交互にならべて使用したか、岡山ミリニチレン魚巣でも卯の附着数に大差があり、童

た、イロゴイの三色は最初からポリニテレン魚巣を使用したの･である荊非常に瞳,iMMaがわるか

った。魚が嫌ったのかとも盾わｵし、試みにキンギョぞ魚巣をノリしてもやは!)芳しくなく、従って魚

がポリエチレン魚巣を忌避したかどうか判定するのＭｉ識であるｃしかし『生み.たく輝工ば､彼等

Qｆ

－２１－
Ｆ.｡82.行Ｔ●



必要はないと`恩われにワラでも木片でもみざかいなく生みつけるわけであるから、あ雀b気!Ｌ

ろ。

表１ 附着卵数
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童た、附着卵数をi検討してみると、一般にポリニテレンの方が多い71宕果とたっているか、これは

魚の好嫌と云をするよりも､ボリニチレンのほうかキンキヨモよりもｆきく、水の表層によくひろが

っていたためと見たほうが妥当のように思われる。いずれにせにl1iir着状t兄からはポリニテレンの遜

色は全然認められたい。

（２）死卵率

『

巴

魚巣別死邸率表２
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寝屋川より輸送して来たものを測定した。
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②
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年
混
ぜ
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〆

※５ 卵か過醤と瀧っている。

産卵後２日目における死卵率を同一池に設置したポリエチレン､キンギヨモ両魚巣'てついて比較

し、その結果をＬ表２１に示した。ふ化池に主って大将死卵率か異っているか、いずれの場合も

ポリエチレンの方が死，１１率は低く‘キンギヨモはポリエチレンの１．６～２．８倍となっている。これ

はキンギョその魚卵に与える影響かか友りあるとも考えられるし、キンギヨモに生みつけられた卵

か一般随かた襲って過密に念っていたため聟も思われる。肋,各ふ化池の水勵対する卵の密度
は２粒/’以~ﾄﾞであり、循環,(k槽の場合は２５０～１２２０粒／’、平均６２０粒／’、循環池は

５３～１６５粒／ム平均９８粒／‘で循環装置を使った場合の卵の綴虞と”１１率との間には今回

の範囲では相関関係は認められ章かつた。

（５）水質の調査

水闘工Ａ－８号･池について、産卵当日より５偶目にかけて７１回Ｍ;iうたって測定してみたが、測定

回数が少なく、間隔も喪ちさちであり確実なデーターとはいい刀るたい゛‐を(て)結果はし表５１のとお

i/である。

●
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ポリエチレン魚巣区はキンギヨモ魚巣区の中に位置し、無魚巣区はキンギヨモ魚巣区より約５ｍ

はなれたところを定めて測定した。したかって、ポリエチレ魚巣区の水質式キンギヨモ魚巣の影響

を多分に受けていることが予想される。

一般v亡ｂ魚巣区〔ポリエチレン、キンギヨモ）は水深１c力zと５０痂で大分差が出てくるが、無魚巣

区はほとんど変らをい･また､ポリエチレン魚巣区のほうがキンギヨモ魚巣区より変化が少左v買主う

である。すなわち、溶存酸素は水深化沈と５噸とをくらべた場合‘無魚巣区は全然差がたく、キン

「

[．

ギヨモ魚巣か最も差がありポリエチレン魚巣は両者の中間となっている（図２）。

図１溶存酸素の変化（水深５ｃｍ）
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図２水深１c71zと５cmの溶存酸素の差の変化
水溶５ｍを基準として図示して

ある。従って１c7nのほうが５c77zよ

り下った事はなかったわけである。 ①

ｚ

２１

Ｚｏ

、

ＯＳｼ“
震た、キンギヨモ魚巣区の溶存酸素の最高が無魚巣区に比べて案外少いのは、魚巣か４日目頃エ

リ腐れはじめていたためと思われる（図１）ｃ王Ｈや全炭酸も吉た､ポリエチレン魚巣区のほうが

キンギヨモ魚巣区や無魚巣区工り変化の、かせ注い。水温は水深５ｃｍにおいては三者とも臆とんど

蝋似たjニワな傾向を示すが〔凶５）‘水深’cjizの場合は魚巣区と無魚巣区との間に大分差があらわれ

鶏魚染区のほうか変化は少ない｡そして‘ポリエチレン魚巣とキンギヨモ魚巣は|司じi頃向を示すが、

キンギョモのほうかやや変ｲＵＤ巾か広いようである（図４）。

図５水深５C17zにおける水温の変化
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図４水深１cmと５c77zの水温の差の変化

水深５c77zを基準として図示して

ある．従ってグラフがｏ以下の時

は５cmより１c77zのほうが水温は低

いわけである。
谷

巴

薑
簿

会
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、

２３４

．竃ｼ・

召１

このように、溶存酸素、ＰＨ、全炭酸力エポリニテレンとキンギヨモとで異なり、更に水温にまで

差か出てくるのはキンギョその代謝のためばかりでたく、両者の形状の違いによる水の流通や日照

効果の栂墜およびそれにともだうアオコの代謝の変化等の影響も関係していると考えられる。とも

かく、Ａ－８号池におけるポリエチレン魚巣とキンギヨモ魚巣との死､'１率は1.5倍ものひらきがあ

り、上述ｵ對乏の水質の差でもgljには少なからず影響を与えﾌﾟﾋのではないかと考えられるし、雲た、

上述したようにキンギョその卵の過密のせいかもしれない＠

4．むすび

昨年贋は長さ６０c加のポリエチレンで試験し、少し短かいと思われたので今牢ＬＥは８０c〃にして

行ったわけであるか、大体この長さでよかったエワに思われる『章士、０．０７沈溺という厚さも適当

であった。その他、一般にポリエチレン魚巣にはかたさって附着している卵かみられず、Ｌ表２１

に参考に記載uこヒカゲノカズラなどは過密の傾向がひどく、かた萱って附着している卵は随とん

ど死亡していたのを見るとポリエチレンの謂恩外の収かくであった｡おそらく、長さと柔かさが適

当であったﾌﾟﾆ約と思われる。

２年にわたる謙典の結果Ｌ防ぎエヮ(Ｄない欠点といったものはみられず、最初に気ずかわれた掻

『

－９－



水性も４～５日水に浸漬しておけば容易にとれることかわかりＵ採卵用魚巣として充分実用にたる

ことかわかった。しかし､なお､現在の形だと魚巣を作るのに非常に手間かかかるのでなお改良試験

の余地がある。

表４キンギヨモ魚巣との比較

●
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採集 毎年その都度行う必要あり。 １回f城しaし奮えば、７～８年の

使用に耐える。

卵の附着率 非`常に濃淡の差ができる。 比較的平均に附着する。

卵の死亡率 平均１７６％ 平蘆均，８％．

耐久力 不良 鮮度を保つには維持管理か
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4）大石芳三

Ｐ

新しい人工魚巣について

表１軟質および硬質ポリエチレン樹脂の諸快質

]_91～0.,

－
」

品Ｔｷｽ配

士I」１＋壽ﾛ語

表２ポリエチレン魚巣とキンギヨモ魚巣を平行して使用した状況

一束の

附着卯数

回
８１１２５‘

の

※魚巣５００枚分の換算値

－１１－

軟質ポリエチレン 硬質ポリエチレン

０．９１～０．９２

８０～１７５

５０～１００

優秀

〃
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〃
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表5．ポリニテレン魚梁Ｄみを用いた時の産卵状況

璽至上ﾖ'屋
●

3.08％

句四

、卍

ｄ四

白６５Ｍ

⑪

－１２－

使用親魚数 リエチレン魚巣

雄 雌 －束の構成数 厚さ 附着卵数 落下卵数 附着率

ワキソ

マゴイ

1２

2６

５
４
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６０

４０

２００
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１
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循環炉過式飼育装置について



循環濾過式飼育装置について

■

ェ緒□

最近、標題による水族の飼育か盛んに行われるようになっても魚介類の飼育、蓄養技術が一段と向

上している。分場でも－槽式および二槽式の循環水槽を用いて、コイ、キンギョおよびソウギヨ等

についてふ化飼育試験を試みてきた。これらの実験はみな水量２５０１以下の小規模なものであっ

たか、上述の水族のふ化飼育には好調であった。将来、この方法によるふ化お､よび育成が斯界事業

に口める役割は大きいと思われる。昭和５６年５月には「ソウギョの集約的種苗化」をこの方式の

大規模なもので行うとい’ことからｈ水産庁の補助をえて、飼育面積約５５㎡の循環7戸過式飼育池

か完成した｡総工費,５０万円で.その費用は芸は農林省の補助金に主つた｡装置の設置にあたり
絶大7§こる御配慮をいただいた水産庁山中義一振興課長はじめ関係各位に心から御礼申上げる。

￣

Ⅱ装置の説明

１）概要・・・総面積約１２フｍ２（５８５坪）で循環飼育池（以下循環池と利する）、浄化槽、

高架水槽、ポンプ室からたる。規模は「表１，図１、写真１」に示す。

表１装置の慨要

い

総水量約４５ｔ※１７Fr過面積 ※２厚さ

－１５－

数量
面積

㎡

深さ

ｍ、､

水深

、

水量

㎡

循環池 1０ ろ．０１ ０．６ ０．４８ １．４４×１０

浄化槽 １ 2４．７５

沈澱池 １ 6．６５ 5.0 ２．４０～２．７０ １５．９ｘ１７Ｌ９

i戸過槽 ろ 1.08～Ｍ４※１ 0.58※２ ０．９～１．５

貯水池 １ ろ.７８ 2.80 ２．１０以下 Ｚ，

高架水“槽 １ 5．１４ 1．２５

◆

1.2～１．９ 5.8～４．５

ボンプ室 １ 24575
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写真１装置全景
手前が循環池、建物はポンプ室

ポンプ室の下が浄化槽になっている。

両’9
"、!

の循環池．．、一辺の長さか約1.8ｍの四辺形で、四隅のうち二ケ所は半径４０c〃の円味をも

たせてある（図２．写真２参照）、通雌をへだてて５画つつむかいあい、通路側に厚さ５mzzzb縦６０

c沈、横７６c(zのガラス(･(工め、７k族の観呂長か容易左エヮになっている。（写真５参照）ｉ司架zk槽

からのきれい左水はり鱗池しサラン・フィルターの内側に落ち、サラン．フイノレクーを通って池を

霞わり同じ側の同フィルターを通って排ｵ鱗よりオーバー．フローして枕でん池へと淵L藩ちる。

フィルターは木枠ごと取りはずしかでき５０メッシュのサラン絹を用いた。に九でもコイ、キンギ

ョ、ソウギヨ等のｦ淵に小さなものは抜出るか（０２％）、夏に細かくなると水かつ蚕り易い。ま

た、木枠とコンクリートのわずか左臆lLilから仔魚か逃逸するのでパテか)|:占土をつめたければならな

い欠点かある。水を－回りさせるため(、循陞it池の苣ん中の仕切りは普通の〈ｉＭガラスを木枠には

めこんだもので取りはずし可能となっている。循環池の排水をする時は、向って右側のバルブ（径：

１吋）より排水し、きたない水ｂＥ左側の排水管JED装墜外に捨て浄化ｷ１Jの負担をかるくしてある。

－１７－
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写真２．循環波（人工魚巣のフナ卵を孵化中）

写真５．循環池（側面のガラスを示す）
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の浄化槽．．．循環池からのよごれた水は排水溝を通って沈澱池に流れこむ。この水量は循環

池１０面と(菖腫同じであるからt【識ﾐ速度は循喋池と(菖雁等しくだる。即ち、緬環池の('５環速度が２

時間１回転の時は？；鵬脳もそれに１１彫=る。水はバルブＡ〔５吋）かウポケツトＡに人！)（lZil5）‘

１戸ｊ燭Ejを通って浄化された水はポケットＢに入りゴーーパーフローして貯水池に入る｡バルブＢは炉

過ﾎ[iの掃除以外には用いな(Ｍ･ら炉過7K重の調節はパルプＡによって行われる。しかし．実際問題

として‘循環池における水の使用量ﾌｳｴ一定で、炉過水:量だけを変えるのﾄﾞｴｰ時〔i勺には可能でも長i痔

間には高架,l可曹の容量に制限があるから不可能で、富た、一時的にＭｕ殴池の水位ｽﾞ)ｴあがり、水圧

かかかるためが過速度は早くたるわけで、そのためにパルプＡによる調節は厳密にはできない。更

に、戸過槽の浄化能力について考えてみると、炉過速し三を変える丘とはi:i「i化効果を非常に悪くする

から2）ｉ戸過速匡は一定であることが皇宮しい。炉過速度を一定にするには漁敷地に入る水の量を
一定にしなければたらないし、循環池で使用する水の量が変れば自動的に沈澱池に入る水量も変る

わけであるからＬ常に循環園ま最大にしておいて（２時間１回転）、循環池の水量が減る時はパル

プｏをあけて〔図１）臓翻血に入るZk量が変らないよう調節しだければたら左ぃ。左方‘循環池で

の｛繊量が２時間に１回転だと､涙過槽を流れる水の計算上の早さは５６c〃Cay（５．Ｗ;/ilmzi，）と

獲り上７１埴の急i&鈩過Ｃ１００～１５０，９／day緩速Z戸過は２～６ｍ／ｄａｙ）に準ずる。

が過棺とポケットの仕切りは木枠を組み５～１０"瓢に穴をあけた厚さ２．４腕"の亜鉛〆ツキ鉄板を

下地とし､１２メッシュのサランが張ってある。洞過層は５個とも独立しているから他の２値を運転

した責童捕臘寸ることかできる。が遡寸は玄武岩の５～６メッシュの砕石である。

４）高架水柏．．、貯水池にた雀つた水はポンプで高架水｜｢】にくみあげん.。，蔚架水jYjの水位の認

jﾐ;j(まう戸一卜．スイッチ|ローる。地上から高架水jLiの底宣での高さは２．５１，、水槽の高さは２ｍで

壁と底は厚さ４．５”、屋根は５．２鷹"の鉄板を使用している。填大4.5ｔの貯水か可能であるか現在

は約５ｔで運転し‘これで7kjLiiに対しては充分である。

５)配管跳びﾎﾟﾝﾌﾟ類…高架水棺からの主配管'霞2圭吋ﾋﾞﾆｰﾙ管で､循環池にきて2吋
管と如各循環池の蛇口は二吋となっている。また､浄化，'脇2吋で配管し､郷棺の洗糠等に
飼いる゜高架｡k柏へくみあげるポンプはii借6巻式、２吋のもの２台、，ち１台は２馬力の常用の５相

モーター、他の１台は非常用の５馬力のガソリン、エンジンに直結している。ポンプの揚水量は

２９Ｍ/iizimで循環池の最大使用能力と低ぽ等いへか、循塚池の流量は２時間１回転で､この時の

水の必要が過速L芝は’’７必/鍼とたりこのポンプで充分余裕がある。涙過棺、沈稲ilf池等の掃除の

際の汚水の排水ポンプはパルプの開|詞等と耐圧ホースの使用によ(此このポンプを調手1できる。こ

まりこのポンプは

貯水池１

「過槽ﾄｰ↑高架水槽伽澱池'州赫沈澱池ノ

■

－２，－
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,、５通りに使用できる。

配水管と並んで１馬力のコンプレッサーからの送気ｉ菅があり、各循雰it池、Ｚに澱池、高架zk槽への

差気が可能である。

６）ポンプ室．．、浄化槽の上部がポンプ室でハポン'プ２台、コンプレッサー１台および配電盤

がある。骨組はすべて軽量鉄骨、壁はスレート小波、屋根はスレート大波である。部屋の広董は充

分の余裕をとり、′j規模左実胸各種の計羅類を設置で蓬るようにしてある。

し

■

Ⅲ試用結果

１）あくぬき．．、循］[豪開始後の]ＰＨは９６でＰＨが９以下にたる富で約１ケ月7Ｍ』りその間水

(;;L２回入縫えた。１ケ月後にフナ卵と収巻し、ふ化を試みたかふ化率は９２２％〔表２）であくの

劉江かいエウであった。

ご〉附駕性の植物滝よび計ミ｝.……・・循環池お主ひｲ非水溝に附着llfIの緑藻釿jとび]圭蕊瓶か出現

一治めたのは約６０日頃から-だ。．w／グリートのアクの現象は水中のＣＯウの吸収現象5)であるか

コイ直物が繁茂しプルたのは大体フクの影響が無くたったことを示すと息わｵしるｃアズミトヅロ劃の出

Ｍ:Ｍ農假同じ|潮､とで、最初は筏識池の入水点に多く出flij･する．仔魚の飼育中vて〒'汁ごドロか発生す

忽)と刀鎚なりの害を与えるか‘漉衆池を桶1余すると２週間は生えないからその被害を径減できる。

５）循環速厘．．、２～４時#li]に１回転の早さでフナ、リュウキン、ソウギヨのふ化fiii青を試み

たが水流のために仔魚が流されることばなかった｡ソウギヨの場合には４ノノゼルら流れが少すぎて卵
が積みかさたって若=F死亡した。なお、２～４i時間に１回転といぅ循環量のi隻１－に旅ｵLf二場合の計

算_'二の速腫はう～ｆ５ｃＭｉＷｊｈである。

４）密匿・・・適正収養密圧は責だ不lj1Llである。一応、衝環量を２時間１回転としており、この

場合１日１７２８ｔの水が炉過されることに方る。齢の収養密LEに主って７１<の汚れは異るわけで、

それに駈って|河じ水量を11戸過しても浄化効果が変ってくる(r》で角の収養密皮|/ては訂のず刀,ｂ制１便か

国ﾙｺﾆ(よブ…ごある。更に魚を主｛hljEとして考えて､投餌l宏や仔魚期の餌(、密)乏等と卿)週IE密度とか関

連するから、非常に熊しい問題であ鳶,。

ジナ卵の場合の収講密度と死卵率との関係をＬ涙２７に示す7汎無技餌ではあるか,，仁の程度で

は両者間には何の関係もみられない。

表２フード･卵のふ化率

巳

４．／711M／〃
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さた、ソウギコ卵について２通りの密度で５種類の餌を用いてふ化育成をしたとここ,「婆５」の

結果を得た。４渉留についてみると配合餌料以外は高密度、低密度いずれも変ら定ぃﾉｰうで、配合

奴

表５．ソウギヨ卵のふ化より２０日目までの歩留

凸

列

３４》立／’ ｡.５５％ 。、ノリZ日

LｌｌＨ

21△ Ｒ
Ｌヨ

8-4 ８

「
‐
。

6４ Ｈ
-」

tｴl料だけか淵iirに違っている。

しかし、この程1重では歩留は密度の影響よりも餌の良否にかかるようて．ここでは配合餌科は不

適である童た‘成長度についてみると密腫の少い方がたしかに良いようである。ただ、この平均

体重にはトビを含んでいないのでトビの多い配合餌料群は逆になる。

Ｅのような仔魚の飼育の場合にはＬ魚の多少にかかわらすﾗk中に懸濁する餌の量つ萱D餌の密

度はある一定以上か必要であろうし、それにつれて仔魚も適正なある一定密度というものがでてく

ると思われる。

５）水質の変化・・・８～９月にかけて約２０日間水質の測定を行ってみた｡そのｆ宣呆(｡E「表４」

に示す。飼育魚数が少〈、完全運転ではないのでdub、ら装置の能力を云々するわけにはゆかないか、

ある雁艶竺は参考に走ると思われる。測定は毎日午前１０時頃に行い、測定方法はｒＨは比色法ｈ溶

仔酸素はＷ伽ﾕｅｒ－Ａ…ｅｒユ…＿Ｐ…了｡ｙ－Ｋﾕ……ロの愛i去(5X6)、ＮＨ５－Ｎは
$j1t園拡散法７１０．０．，はアルカリ法(8)により、全炭酸はアルカ1MととｐＨから計算した(9)｡アル

フフリ度と全炭酸以外は2戸｢過される間に減少するのが認められる。溶存酸素の減少とともに、全炭酸

の鞠ﾛは明らかに生物学的浄化を示すものと思われる。溶存酸素は１１諺i壺池のly1ii着住藻類からの供給

だより〔泡に衣ってのぼるのを認める）晴天の午後には７CG/６２１ぐらい童で増刀ける弧流水のた

めかこれ以上にはたらない。左た、夜は５c9/Ｚ以下にはたらなかった(､浴JﾄﾞﾐF酸素の欠乏は浄化効

果を著しく１，害するものと思われ､室内水槽の場合に(ｪ迩元力の強い卵黄左どは使用･できたかった

か、今匡のような屋外の場合には使用できる。沈澱池と貯水池の溶存酸素の変化はぼぼ平行してい

るようであるが、全炭酸は沈澱Nbのグラフの上下動の割には貯水池の上下の振幅は小さく炉過槽中

の微生物の存在を示すものと思われる。

弓

●
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供試卵数 卵の密度 餌料 トビの出現率 歩留
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Ⅳ本装置の使用効果

本装i萱はソウギヨ卵‘貯化および幼魚育成を目的としたものであるが、先に述べた如く卵のふ化、

仔魚の育成には好調である。ただ、前期稚魚期に多量の減耗をきたしたが、これは投餌方法とか餌

の檀瓢の良否にかかわることであって今後の究明が痛感されるところである。仔魚の青:成中に生ず

る藻類の鑿FiliIlLU上と共に以上の諸点が解決されれば漏水魚族の纏そのふ化池に変って、安全、かつ

能率的なふ化池および幼魚育成池か本装置によって誕生するであろう。また､用地難および年々水質の

悪化を懸念される都市およびその周辺区の養魚業者および関連業者は本装置によってと!Ｌでもその負担

から軽減されるであろう。

〃

し
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Ｄ橋本芳郎．岡市友利．高橋Hk之介：未発表
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４）鈴木敏雄．高橋H】吃介：循環t戸過飼育装置によるソウギヨ．レンギョリ肋種苗化試臓
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循環濾過式飼育装置によるソウギヨ・レンギヨの

種苗化試験

1．緒言

昭和５１年６月江戸川でリウギヨおよびレンギヨの流下卵か発見されて以来Ｄそのふ化iii蒲技術

'よ年点向上してｈ歩留も５０％に達するようにたった。の更にIFF年からは循環濾過式飼育水帖の

利用を試み飼育密度を従瀬(ＤＳＵ借にひきあげることに成功した｡ろ）しかしながら、これはあく雀

で実験室的規Ｊ１蕊のものであり、種苗化蔓jj:業としてこ('ﾉ1方法を採用するにはまた装多の難剛：あぞ]こ

とは勿論である。そこで本年は循環方法を実際に種苗化事業に用いるべく５６年５月水元分場に完

成した、飼育面積約５５]112の循疎臓過式飼iｵｱ装置を用いて‘ソウギヨおよび1/ンギヨ卵のふ化f熊｢試

澱を行ってみた。現t>i9か大逢〈たり、また．聯ﾄになったため今萱で、水棺とは大分異なる点が多く、

妓初の予想エリは幾分悪い成績であったか、この方法によって、’１重苗化事業をより合理化すること

は充分可能である見通し刀Kつき､また．このように規模を大きくした場合のいろいろと気をつけねば

還らぬ点等も多く出て来たので以上とり宮とめてここに報告する。

本文に入るに先立ち、卯の採集にあたって終始熱心にご協力下さった千潤農流山町梅沢仙吉氏に

心からお礼を申上げる。

⑫

2．実験方法と材料

Ｄ循環臆過式飼育装置

装置は循環飼可池（以下循灘池と呼ぶ）‘浄化槽〔沈澱池、漉過槽、貯水池）ｃ高架ｵ<槽、配水

管およびポンプ類、ポンプ塗の５つにわけられる。それらの概要は表１のとおりである。

表１．循環濾過式飼育装置の概要

質｜ＦＩＩ

Ｌ

１５．９ｘ１７Ｌ９２．４０～２．７

］

－２９－

数量
￣

回 積 深さ 水深 水 量

循環池 1０ 5．０１ｍ２ ０．６、 ０４８、 １．４４ｘ１０ｍ８

浄｜沈澱池

化｜濾過槽
槽 貯水地

１

５

１

6．６５

1．０８琴１､４４

5．７８

5.0

0.58 ※２

2.80

２．４０～２．７０

０．９～１．５

２．１０以下

１５．９ｘ１Ｚ９

Ｚ９

高架水槽 １ 5．１４ 1．２５ １．２～１．９ 5.8～４．５

ボンプ室 １ 24.75

計約４５



※

どれぞγＩＵＤﾘﾋ兇模および説明は「水元分場に完成した術;環櫨過式j爾了装置について」を参照されたい。

の卵の採集および収容笹度

９１Jは江戸川から６月２９日夜および７月１日夜の２匹|にわたり、それぞれ千葉県流山町流山橋上流

約５（１０mの地点および葛飾区金町５丁目地先から採集し、いずれも翌皐彰沐元分鵜へ搬入した。卯

の逗殿はin報と同様の方伝で行い、第１回目は約５万粒Ｍ１?Ｚ1,1月は約２９万粒を該｝殉に供した。

採集した卯のうち-債卵および未受精卵等を含めた死,|j率は第１回目２８％、第２区１局７％で皮1つた゜

１回目の死騨率ボラ常に高いのはひさしぶりの雨であったためごみが多く、卵が(野つき潰卵か続出
したためである。

：鋼橘弛の収容jij数は表２に示した。

５

表２．僥試卵数と収容密度

笠ｌ鮭

E１句Ｃ

6．９

※東京都水産試し入場調萱研究蔓報〔１９６２)および水産増殖（１９６２）投稿中

ＤＬ聯卜および投餉

州は．宮ミールう強化蝋し食4)およ磁鱒用完全配合餌料(麦５）の三種をそれぞれＢ
ｉｌｌおよびＡ,０，Ｈの順に閑い比較jtjt諭した（表２）・

麦３霞鱒用完全配合餌料（瞳成）オリニンクル酵母ＬＬ製

，

占

,

２．０～2.5゜５１．０～56.0％，渚Ｍ１２Ｕ〆～１［

少
勿

ｏＩｊｌＺ、Ｕ～Ｚ､６１５１－ケ～盃Ｉ／１９

配合成分
主原料

ビタミン

ミネラル

魚粉･燦母、

△，Ｄ５，Ｂ１

カルシウム、

ガン、Z9Z鉛‘

大豆、血粉小麦粉、その他

，Ｂ２，Ｂ６，ﾌﾞｲﾌﾞﾐﾝﾝ､パントテン酸､葉i酸、コリン

リン、カリウム、ナトリウム‘マグネシウム、鱗マン

銅＝ベルト

－５０－

rL■に|%lTrⅡ｣"１ﾄﾞﾙz扉’

-－－－

E三L三三f壷i;亡妻=崖二:PlF屡瞬望

卵採集日｜循環池|収容卵数
生存卯数

（供試卵数）
卵密度 餌料

６月２９日

Ｂ
Ｄ
Ⅱ

16,800粒

〃

〃

12,100粒

〃

〃

8.4>iヅノ

〃

〃

コロミーノレ

離乳食

配合騨料

水分 蛋白質 脂肪 繊維 炭水化物

Ｒ〔〕～１００％ ４００～４Ｍ]％ 4.5～５．C>ｂ ２０～2.5％ 51.0～56.0％



ｂ●

投餌は各餌料とも水にといて懸濁きせ１０分位濫固してから}散布して与えるようにし、ふ化当日

ＪＡりＢ，Ｄ，Ｅは５日目、Ａ,０，Ｈは２日目から投餌を開始した。一日の投餌量は最初魚体重と

ほぼ同量与え、以後１日ごとに２０％増量した。投餌間隔は歳初は５時より１７時まで５時間おき

とし、投餌後Ｂ，Ｄ，Ｅは５日目Ａ，０，Ｈは５日目から１時間半４s､きとした。従って、一回の投

餌量は約半分にへったわけである。
■

5．結果

ふ化は２回とも大体順調にゆき、卵収容後２４時間以内に完了した（水温２５℃内外）。水流に

より，Ｉｊか１ケ所によせられて死亡することはたく‘生れたばかりの仔魚も流されることはなかった。

むしろ水tifは値とんど感ぜられず､卵を収容したさ童の状態でつみかさなっており、下のものが若

干死亡しているのかＨ池にみられた。また､室内水槽の場合にみられた仔魚の趨光性は全然認められ

たかった。投餌はＢ，Ｄ，皿はふｲﾋ竺i曰より５日目、Ａ，Ｃ，Ｈは２日目よりはじめたわけである

がｈ摂餌をはじめたのは共に５日目夕がたからである。Ａ，０，ＨおよびＢ，Ｄ，ＩＤの投餌量は表４

のとおりである。

表４‐投餌 量

最初の摂餌状況は二Fロミール‘離乳食、配合餌料とも差がたくげ￣様によく仔魚の腹かふくらん

でいたがｈ配合鰯斗を与えたＥ，Ｈは４日目頃よりやせこけて狂臆んし＄死亡するものが続出し、

仔魚の鰯斗としては不適であることかワかかわれた。その値かＫみられた飼育中の死亡の主なもの

は投餌２～５日目頃より例の糸状藻5）のを食し、鯛にひっかけ遊泳不能にたるものの出現で、こ

のように怠った仔魚は更に、技風後５日目霞エリサラン･フィルターかつ雀りはじめ循環池の水位

が上って、ｚl⑰エサランの上のほうばかり流れるようになったとき、サランに吸いつけられて死亡し

ていた。このためサランは朝夕ブラシでこすってやることが必､要であった｡この掃除は投餌量か少

怠ければ２日に１回位で大丈夫のエウである。まﾌﾟこ､日照がよいためアオミドロが繁殖し‘やはり同

じような害を与えていた。

ゲン土ウおよびその幼虫による食害も相当あると思われるがはっきりしない。見つけ次第、殺し

たが相当食べられたと思う。

巴

－３１－

ふ化後経過日数

２ ろ ４

｜
、

６ ７ ８ ９ １０ １１ 1２ 1５ 1４ 1５

Ｂ，Ｄ，Ⅱ １２活 12.0 285 54.5 41.5 4２５ ５０．４ 59L４ 72.0 720 72.0 72, 72.0

▲
，
０ Ｈ 1１５急 158.0 165,0 2００．０ 25ス０ 255.6 506.0 578.0 571.0 571.0 571.0 571.0 571.0 571.0



水質の測定は不定期に行っただけであるが、水温は晴天の午後になると表面と底では５℃近い差

があった。溶存酸素は底に附着している緑灘項からの供給か多く〔目に見えてあわがのぽ｡）､常

に７CC/Ｚぐらいであったが水が動いているためこれ以上ふえるともたくまた､夜も４C〃以下に
さがることはなかった。

投餌開始後２週間目に取上げて泥地にちらした。ふ化より-t二､らしさでの仔魚の成長状況ｂ歩留は

表５，６の通りである。

『

表５ちらしまでの成長状況

餌後経過日凌経渦旧

：）|、Ｊ１

kｉ
］

ＪＣ

表６．ちらし時の歩留

ｿ６

８ 』

F可
一｣ ９A

dqi

－５２－

循環池 |餌 科 投餌前
ふ化後経過日数〔投餌後経過日数）

７（４） ８（５） １０(７） １２(９） １５(12） 1７（14） トビ

Ｂ
Ｄ
Ⅱ
Ａ
Ｃ
Ｈ

コロミール

離乳食

配合餌料

．庫ミール

離乳食

配合餌料

Ｚ２

２５

８．８

８．９

２２

８．６

２０

４
ｌ
ｏ
１

０
２
０

１
１

1０．１

9LＯ

Ｒ１

1１２

１０．０

１０．４

10.5

２９

1０．８

７
０
２

旧
但
阻

弱.”

体重

７，W、

■

Ｂ
、
回
Ａ
Ｃ
Ｈ

赤
一
』
□

1.2

８
－
◎
８

●
Ｃ
Ｑ

４
５
５

９
１
５

●
●

。

｝
。
一
へ
）
Ｚ
Ｊ

｜
◎
９
－
，

●
●

Ｚ
４
５

６
５
４

●
●
●

６
４
４

１
５
４

●
●

ロ

０
６
６

１

４
．
一
○
／
ｏ

Ｚ
Ｚ
８

７
９
５

●
●

●

〃
。
ワ
」
一
つ

１
１
１

595.0

循環池

数
尾

存生一

生存数のうち

トビ尾

歩留
Ｏ／

/り

トビ出現率

％

Ｂ
Ｄ
Ⅱ

1，９５０

4．４６５

1，０５０

一
ノ
一
ｂ
｛
、４１

1６．１１

５６．９０

8．５１

記
枢
Ⅳ

●
●
●

０
０
４
１

Ａ
Ｃ
Ｈ

1５，９６１

５８，５５０

2，１９０

2９

２０

１，５uｌ

17Ｌ５１

４１．８１

2．５７

0．１８

０．０５
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なお、トビ１，５００尾は引つづき循環池で飼育した。餌>|斗として、鯉稚魚に使用している餌〔サ

ブーギ，小麦粉ｈ仕上糠が５：６：１程度）にコロミールと離乳食を１０～２０％添加して用い、置

き餌として与えたがよく成長し、池中に繁殖する植物体はみな食べ仔魚の時にみられたような損失

は全然なく、約１ケ月飼育して死亡魚１％ときわめてよい成績であった。唯､糞の堆積がひどく５

日に１回ぐらい、ホースでとりのぞいてやる必要があった。

4．考 察

Ｄ収容卵

循環池Ｈだけは卵がつみかさたって死亡魚が出たのは､他のものにくらべ池に一面に平均して入

れたかったためである。昨年はエヤレイションをしたため`つ水槽の中で絶えず卵か動いていた。

やはり、今年のような広いところでもエヤレイシヨンを’～２本入れておくことが必､要のようであ

る。ｄＩｌままた､水温の上下差をたくすにも役に立つ。

２）仔魚の趨光性

昨年度のように仔魚の趨光性がみられたかったのは、屋外であるため光力辻より均一にさしこん

でいたためと思われる｡このように屋外で大量にふ化飼冨Ffを行う場合にはあ雀b心配することにな

いようであるｃしかしYｵﾋﾞｽﾞﾆ、将来他の要因で日よけをつけたりするようなるとまた変るかもしれない。

５）餌料
４．５）５）

餌料の量をふ化仔魚のｲｵｽﾞ童と同等量vとしたのに、い會寳で実|H;iしたコイｈキンギョ、ソウギヨ

の１０～２０％（体重比）という堂では不足の感があり、といっていま古ではあ蚕り餌をふやすこ

とかできたかったので今凹は思いきってふやしてみた。また､毎日の増量を２０％ずつにしたのはｈ

順調に育ったときは１日に体重が約２０％ふえることかソウギヨＤでも又、コイ５)でもみとめられ

るからである。

昨年より２～３度ﾌ【Miaが低かった-1といか摂餌開始7ｺﾞﾐ半日ぐらいおそくなっている。キンギョｂ

コイ、フナ等の,餌の擬fEpl犬況と比較してみるとソウギヨは鱒の粒子の大きささえ□にあっていれば

選り好みしたいでどんどん食べるようである。従って、コロミール、配合ｆｌ１ｉ料:1sよび離乳食も最初の

食いつぶりは全然変らなかった。唯、昨年の主うに乳ばちですることをしなかったため、鳶饗し食の

粒子は大小のばらつきが多く、．戸ミールがいちばん粒子組成が均一であった。しかしまた､粒子組

成の比重の差、つ童り、水に懸濁したときの状況は配合餌料かもっとも悪く‘明らかに拉子がこ萱

かく浮いているものと‘やや粒子かあらくすぐ沈むものとにわかれた。

配合鰯ＳＩＦは循環池、，Ｈともにわるく、卵の密腫、技餌間隔と関係なしに明らかにｆ鋼斗の欠かん

によるもののようである。トビの出現力』多かったのは死亡魚の出弧とともに魚の大小が出来､友喰

いが非常に多かったためと,患われる。

成長、歩留等を比較してみ蔦｣と、飼うLf密度に関係左い’;野し食、コロミール、配合側skD差かは

４

~－５５－



Ｐ

つきり出ており、やはり離乳食か一番よいよクである。コロミールは歩留はあ戎り長〈なかったか、

昨年予想したとおりかたり成長がよく、その割にトビか出現せず価格も安いことから、投餌法、離

乳食との併用等を考慮すれば更によい成績が得られるそうである。

また､昨年の循環ﾌ【k槽では卵黄は発育はよいが酸素消費量が多く不適当であるという結論か出たが､

今回のように非常に溶存酸素を高く維持できるよう左場合には，晴か再び有望視きれて来た。

の投餌法

糸状藻を鯛にひっかけた仔魚の出現は、投餌後５日目ぐらいからであり、昨年の８日目より早く

吉た、イロゴイの場合４．５)等も考慮に入れてみると水温の相異も関係あろうか、仔魚体重に比し投

餌量の多いほど、つさ仇餌の沈澱多く糸状藻の出現の早いほど早いようで、空腹のため糸状藻を

食べるというよりも、糸状藻かあるから食べるというように感じられる。また､イロゴイ等5)を使っ

て試験してみると、１日の投餌量は同じでも１回の投餌量が少なく、なるべく投餌間隔を短かくし

投餌回数を多くしたほうが主〈成長fﾅるので『仔魚時代はクルマエビＱ'ておけるように魚の収容量

によって投餌量をきめる主りもﾑﾌﾉkの這二に対して餌の量を一定にするようにしたほうが‘す左わら、

魚の量にかかわらず‘餌の密度を一定にしたぼうかよいのかもしれない。更にリユウキンを用い、

夜間も明るくして技餌すると１日の技餌逼冒合計は同じでもそのほうが成長か早いことが認められる。

しかしまた､ii陣水魚で'工夜も明るくして餌をやると逆に成長が悪くたるという肌あり。これは更

に検討の余地がある。以上のように循環池を使ってふ化育成事業等を行う場合に問題となるのは餌

料に関したものが主で、結局よい鰯斗の決定、坂適役餌法の究明にかかっている。今回のトビにつ

いて考えてみるとわずか２週間で体重1.2ZzVから５９５〃と５５０倍にも成長しており、毎日確実

に５割は体重が増加していることにたる。投餌に関する技術はまだ責だ究明の余地かある。

糸状藻と比べるとアオミドロの害ははるかに少いようである。また､これは循環池を掃除して約２

週間位で出現してくるから、卯を収容する直前に掃除すればちらしまでに生えることはなく、日お

い等の心配はし左〈て大丈夫であろう。

ちらし以後のトビの飼育はきわめてよく、昨年のよう左へい死は全然みられなかった。使用した

餌に]Ｅ昨年とI司じであるから、昨年は日照の不足などが関`係したためと考えられる。

また､この飼冒目:の瀧の蕊の堆積はサランフィルターを１２メッシュによりかえることによって大分

楽にたった｡

〆

4Ａ

－５４－



５．文献

１）鈴木jlk雄．岡庭長男：ソウギヨ、へクレン,'jq)大E]:採集と1赫試)たについて。身煮都水
腫試癒場調量研究婆報，１０（１９５７）

２）鈴ﾌkiik雄：ソウギヨの採苗について。うしゴ･’２９～５０，１０～１２（１９５９）
の鈴木敏雄．高橋】$|(之介：循球ﾌ1kRjによるソウギ室，ハクレンタiのふ化洞７K水産ifi砿
９(1)，１～７〔１９６１）

４）鈴木敏tRtE・高橋]､k之介：循環水槽によるコイおよびキンキ三のふ化fhTif1:、水麗増卿８
⑤，１５７～１６５〔１９６０）

５）鈴木敏雄．高橋FIk之介：未発表

６,藤永元作：クルマエビの椎仔飼717、水産資源，フ(ヨ，４(〕～４３（１９６１）
７１ｓ．Ｚ・Ｑａｃｉｎ〔石渡抄録）：海産硬骨魚の稚魚の鮒fとlitjlibの必要を示す窯１J､

塵

7）８．Ｚ．Ｑ,ａロユ、し口腫沙郵ノ

日水誌，２６(9)，９５０（１９６０）

スア．郎

敏雄

湫之介

康夫

勝彦

分場長松本

技師鈴木

” ｎ:１１橋

技師補小林

一〃 吉田

水元分場研究担当者

6，

１９公
ｈ

↓.‘

－５５－



。
。
‐
－

し
」
。
Ｃ
△

△
。
■
⑰
と

ぎ
百
勺
●
．
ｄ

誤
呪
】
：
。
。
．
・

凸
●
●
汀
。

‐
■
『
。
Ｐ
■
①
。
■

、
っ
。
、

一
へ
．
。
。
。
？
．
．
」
０

つ
。

．
。
Ｌ
｜
旱
○
．

〆
ｑ
・

ｐ
ｂ
Ｐ
ｌ
Ｐ
へ
Ｐ
。
。
．
●
Ｍ

一
■
い
、
。

．（》。｜、‐｛一操・唖・’．Ｐ・・卜
。
］
ｏ
Ｐ
－
状
‐
Ｆ
，

０
□
」

。ｂ・ぐ・・一十斗．。』」．。
●』』■■、。｜ｑｑｄ■｜ｂ｜｛ロ
ト
リ
恥
一
（
ず
、

■
伊
一
■
■
。

■
①
守

鞠
イ
》
・
丸
７

謎づ篭．・ず。『丁．：

-11

J］

､IJJI
JIj
JJjl,JJI
ｲﾌﾞ篭＃１

J謎ｌ
ｔＪｊＩ

ＪＬ－１Ｔ
．．(
■卜ｉ
７ｌＬ

Ｉ

Ｔ１
ノミ/ｉ
‐Ｊ１

冊

けでいち
TI

DＢ

ｉ￣，ヘメーアョミUP～■
_1ＴｍⅧ蝋Ⅲロルユ:)』：蕊:謬､β

榊聯鋒1..W一二塁熱Iptf蝋蕪測坪/w蝿~Ｗ二:.:憾銭舩鰄j洲丁H
１．＿、

ｎJ～～■■ＡＣ燗j;心iRMilh9Iiiiih1mjj6ii■■幻挙'｣)垂い
」い■這い)ＷＯＭ)jwmM1やｗ､澱ｊ霞■~L:十章Ｗ:戦端向』
■■>響Niii幾mi鍬繍繊~`(た1,Ｗい…狄弩■二J)厨嘩淘ＩＲ簿i華JJ1J.＝■談轆辨塞ｫIi:k鐡鷲,､２

．-：｡Ｚ,.．｡

：.）Ⅱ～～

「と） 狂電⑪;6>LlrヅＷ､,汁;綱ＢＪ

Ｉ０蝋iit蕊躰ｌＭ轤紳Ｍ研仰口桁ﾙjｺﾉﾙ'ルト:;Ｍ棚鮒ﾊﾞﾐ{,ｆｍＭ#鱒(ル，～・ロ‘・ゴー～Ｊ￣.～

．，'十－゛・・・.,

ＪｍＭ<１ｹいまiMjjぃｗ#fiw種｝
:.－人▲.!/・

・ＤＪｊｑ１

－)ロー慰湖歳而か:1W;術:鑓Ｗ＃`繭ﾂ幻;鮒韓ij(と
････-，、＝,ＣＰｒ－●

～しＷい:↑池ＬＭＭＳ唇》１Ｍ}?;>Ｗ:擁ｌｉｉｉｉｌ;織付酌趨い:■榔人;ｊｉｎＱ
ｍ熱j蝋《ｗ騨司獅鯛か■;砿iwM霧'■:■■"鮒煎りjﾄﾞf…■鰹ＩＤ“蕊■感
Ｊ１Lい”い『虹竺ごWiiIM附細．

穀
〃
灘
｛
一
ｔ
丁
灘
丁

’
・
か
」
地
■
可
Ⅲ
。
’
．
’
Ｐ
，
．
Ｃ
ｑ

ｏ
Ｐ
孕
猫
虫
…
，
１
．
Ｊ
君
４
Ｊ
■
．

」
（
←
、
。
▽

Ｆ
ベ
ト
ユ
錨
！
」
か
し
：
軽
：
殖

｜
●
ず
咄
．
．
．

□
・
・
０
０
．
．
．
・
ぬ
已
謁

鍵
丁
綾
弘
議
了
紙
←
ｆ
萱

卒
、
木
Ｉ
灘
ｊ
熱
：
田

４
．
．
口
。
‐
い
】
。
、
ひ
一
己
。
二
・
口
一
・
一
．
．
呉
ロ
》
写

｛州・口榊１湫丁鰍八つ
淑
薙
〆
織
：
一
一
〈
Ｌ
麹

‐
△
塗
一
・
０
ｏ
ひ
■
・
’

〃
Ｐ

j煽濤〕IくいJrJ襟f;&蝋』讃論ﾉﾑ
噂一一．-．

１ケ↓

勺

●司

り，

屯

●

４
。

『「

`i,４，

糺
唯
嚇
笂

’
千
．
《
。
‐
△

，
．
Ｊ
『

■
し

８

曰或も愚一・一

［'7...｜バー～セポパー、ｃへ．

L壁ぎみきいＷ錘f@厘鎖恋迄鐺&ﾆﾑﾕｳﾞﾕ吟ｴムムーニ 」－－」一一x9ミーニニ倉）し蟹麩銀逗`▲＝－１－－／…ご迦二Ｌ－､f・廸



’か－

１、

Ｉ QdRc

昭和３７年度
規格第２類
登録第４９９号

東京都水産試験場研究要報３５

ポリエチレン人工魚巣の実用化について

循環ＩＦ過式飼育装置について

循環1Ｆ過式飼育装置によるソウギヨ・レンギヨの
種苗化試験

印刷月日昭和３７年６月２０日

発行月日昭和３７年６月３０日

発行所東京都水産試験場

東京都大田区糀谷町５－１３４６

印刷所桜井広済堂

東京都港区芝三田四国町２－１７

電話三田（451）８３０１－５

１
↓

１
２
３


